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【はじめに】

長野医療生協長野中央病院では､目標による管

理 (MBO)､電子カルテ､オーダリング､ISO9001:

2000､病院機能評価受審によって組織管理を行っ

ている｡血液浄化療法センター(以下センター)で

は､1992年透析業務支援システムの使用を開始､

2003年オーダリングシステム導入､2004年電子カ

ルテを導入した｡

2005年職場のマネージメントツールの1つとし

て院内ホームページ (以下ホームページ)m 成

した｡｢職場内のコミュニケーション及び院内他

部署とセンターとの情報共有の場として活用す

る｣をコンセプトに作成され､合理的な職場運営

のため日常的に活用されている｡

【職場マネージメント】

当センターでは､業務のスリム化を図りながら､

安全で質の高い透析を提供する為､様々な業務設

計をおこなってきた｡樫堂は ｢組織とは変革し続

けるもの｣である｡一連の医療制度改革を例にあ

げるまでも無く医療を取り巻く環境は常に変化し

ている｡透析医療は急激に発展しているが､それ

とともに透析が開始された昭和45年当時三桁に

も至らなかった透析患者は約24万人に達してい

る｡中条は ｢業務のシステムを変えるだけで､最

小の人員で最大の効果を上げられるシステムをつ

くることができる｡｣といわれるように､当センタ

一一で行なってきた材料費の見直しや､職員を増員

せずに､しかも安全に透析件数を増加させる為の

業務の効率化がどこの施設でも必要になっている｡

そのためには日々 の透析業務を含めた､有効な職

場マネージメントが必要である｡2004年の電子カ

ルテ導入により､職場全体が電子化されるという

環境が整った｡その環境を利用し､院内ホームペ

こジを利用した職場運営の効率化を図った｡
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当センターでは､4つのM (マン､メディア､

マシン､マネージメント)により､職場を分析し､

業務設計してきた｡4つのMとは､医療事故の原

因と構造を分析するツールのひとつである 4E-4M

の ｢4Mjである｡色々なアクシデントやインシデ

ントを 4E-4Mで分析しその都度安全な透析を患

者様に提供できる環境を作る努力を行なって来た｡

このことはISO9001の課題でもあるPDCAサイクル

(図 1)の実践ともリンクされている｡このこと

から､職場を分析する際のツールとしても使用す

ることが習慣化された｡そこで今回ホームページ

作成を4Mで分析し作成することになった｡
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用語の定義 安全管理上用いられる4つのM

マン:人と人との連携をいい､お互いの人間関係

が重要であって､こころが通じ合えないと指揮命

令､指示連絡が通じにくく助け合いもできない｡

(スタッフ同士や他部門との連携)

メディア :マンとマシンの媒体で､作業の方法や

手順､作業情報のあり方､環境の整備､整理整頓

の問題を含んでいる｡(媒体､情報､環境の整備)

マシン:装置や機器などの物的条件で､マンマシ

ンインターフェイスでの人間工学が深い関係をも

っている｡(装置､機器の活用)

マネージメント:各種法則類の整備､指揮､監督

や指示の仕方､教育訓練などの問題が含まれる｡

(管理運営機能の整備)
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【ページの構成】

ホームページの構成は他部門向けとセンタ一向 他部門-向けた情報提供のページにし､入り口2

けの異なる性質を持ったページの2部構成にした｡ のセンター向けページ (図3)はスタッフの週間

他部門向けページ (図2)はトップページからリ 予定など日常業務で活用するためのマネージメン

ンクさせ､入り口1の職場使命などセンターから トツールとして作成した｡
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【マンについての取り組み】

当センターでは､通常の職場にありがちな職辞

から主任､中堅､新人に向けた トップダウンだけ

でなく､自由に意見を出し合い検討し､それぞれ

の特性を生かし強調できる環境を塵え､仕市の完

成度を高めてきたOまた､心音様の療凝環境を整

えるために必要な取り組みを､いくつかのグルー

プに分け ｢委Li会 ･プロジェクト｣と位置づけて

いる｡中堅職山､新人が 一緒に取り組むことで中

堅は組織内における役割を発揮でき､新人は職場

把握を通して教作を行なうことが目的である｡取

り組むことrl体が教育の -頻として位置付けてい

るのである,このホーム--ジプロジェクトは中

堅職山3YlPur人職L12qlが｢｢'JLlになった｡中堅

職nE上郷川iの糊境の変化を改めて確認することが

でき､今後の.常軌投計についてJ5-えることができ

た｡機牡比､たとえ脇机はリーJ/-が提′示したビ

ジョンであっても､スタッフからでてきf-ビジョ

ンと屯ね介わせ､jt:･IJV)ビジョンとする-/Ut,ス

が必要であり､それが/亡に Lり人切である｡と[:-I

っている｡今回の.Jl;-ムページnil'kも 【職jii-/ネ

ージメント】で汀った暇IibJ_羽蟻!i･川川し､仙H'･か

らの船架で始は,)f-i)a)T.が､ノト.･ムペー･ジー/-｢7
ジェクトの鵬'hlとがJRなって)IHJできたと･)-I,-える｡
【メディアについての取り組み】

作成は､rff版ソフ ト (IBMiL魁ホームページ

ビルダーVer9)を使用する小で簡†削こ細山が肘*-
る様に考慮した ページのデザインはホームペー

ジプロジェク トが中心となりアウトラインを作成

しページデザインを統 一した.それぞれの--ジ

は､各委員会 ･プロジェクトに作成を依頼する事

で､ホームページ運営にスタッフ全員が関わる環

境にした｡誰でも編集が出来ることにより､誰で

もグループの方針や取組み状況の把握が可能で､

自分たちのホームページとして運用しやすい環境

を作り上げた｡これは､技術と知識を職場全体の

成果につなげる為にスタッフ全員が同様の意識を

持ち､協働 して仕事に当たる額ができたと考える

【マシンについての取り組み】

･Ji院では､インターネット接続可能な院内ネッ

トワークと､花子カルテネットワークの2つの触

lLLしたネットワークがrT任し､両者とも蒔tlデー

タバックアップが行われている｡院内ホームペー

ジは 院IJnニ端JRが約400台ある相子カルテネッ

トワークの活用を選択する事により､院内どこで

も閲覧が可能となった｡また当センターでは､透

析医学会共通通信プロトコールによりコンソール

と花子カルテを L対 lで接続 しているため各ベッ

ドサイ ドに端末があり (図4)､ホームページを容

易に開けるようにデスクトップにショー トカット

を作りホームページに掲威された情報はセンター

内のどこでも閲覧可能となった｡ナースステーシ

ョンに戻らなくても帖報を得られるということは

業務の効率化につながっている｡

図4

【マネージメントについての取り組み】

ホ ムペ ソや休がマネージメントU)取り組み

である｡･L･ンクー向けページには臓物会い最適'拝録

のベ ジがあり臓協会.1掛ま､屯̀(･カルテ端末数台
を朗み行われている｡会.卦こは討議'拝fflを記収し

た紙は 一切無く､会談が進むにつれ誠一Ji録が更新

されるためホームページが最新の情報となってい

る また過去の議額録を容易に参照できる 週間

予定のページはこの--ジを見る･拝で､職勘全体

の人員配置を把握でき自分の役割を知る'拝が山瀬

る｡このページにより､コミュニケーションツー

ルとしてだけでなく､メンバーがホームページを

閲覧する事で､自分の繋務を把握 ･設計でき､見

るだけでスタッフが動けるマネージメントツール

として日常活用することがnT能となった｡)&本コ
ンセプ トをしっかり立てそれにrntって作J成し何度
か作り直していく中で時々コンセプ トに戻り､作

成したことで実務の中で活きるページを作ること

が｢u来た｡

他部l-1J向けページには職場旺命のページがあり､

職域｢1標,如 ミ起ホされている 職場の組織目標は､
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法人の理念､方針から職場方針にブレイクダウン

し､各プロジェクトなどで目標を設定している｡

設定した目標の進捗状況は､各グループが作成し

たページに随時記載する事で達成状況が共有化さ

れ､組織の方針に対する現状が把握できる｡個人

目標は､それぞれが所属するグループ目標を各自

の目標とし､ 1年間の重点となる業務が明確とな

る｡また年数回総括し目標を見直すことにより

ISO9001で規定される ｢P-D-C-A｣サイクルによる
医療サービスの継続的な品質改善が可能となった｡

ホームページは公開するのみでなく日常業務とし

て活用し日々の事柄を日常的に記録することによ

って最新情報が記録､公開され､目標の背景の明

確化と共有､職場情報の収集､保管､伝達に役立

ち､職場全体の力量を知るためのツールとしても

有効になっている｡

【まとめ】

血液浄化療法センターホームページは､日常業

務を行なう上で欠かす事のできないマネージメン

トツールとなり情報伝達面でムリ･ムダ ･ムラを

無くすことが出来た｡ホームページの作成を通し

て､中堅職員は組織内における役割が発揮でき､

新人教育につながった｡

【おわりに】

ホームページは開設から1年以上経過し､現在

でも日々更新され日常業務で活用されている｡ホ

ームページを ｢見て動く｣が習慣となり､ムリ･

ムダ ･ムラを排除した合理的なマネージメントツ

ールとなった｡ホームページが開設したことで､

職場の情報が合理的に管理でき､現状把握が容易

となった｡
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